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を抱えた学生に対して、技術や音楽解釈など
の音楽能力の向上に加え、音楽に関する知識
や演奏レパートリーの幅を広げることを目的
に、昨年度Franz Liszt ３）（1811－1886）の晩
年の小品《プレ－ナルボンヌ夫人の回転木馬
Carrousel de Madame P－N》４）〔S214a、R60b、
A271〕を題材として作品の成立過程、構成、
指導方法などを考察した。本年度も引き続き
Burgmüllerの《25の練習曲》のレベルに相当
し、標題が付され、ピアノ学習者にとって作
品のイメージを把握しやすい作品構成である
Lisztのピアノ小品《聖ドロテアSancta Dorothea》
〔S187、R73、A278〕を取り上げる。この作
品は、調性の変化に富んでおり音楽的色彩が
豊かである一方、和声的に簡素で技巧も比較
的簡易であるため演奏しやすい。また、Liszt
が生涯にわたって作曲し続けた宗教作品の一
曲であり、ピアノによって歌を思わせる音楽
は、大変繊細で美しい。
　Hungaryの音楽学者Kaczmarczyk Adrienne
（1963－ ）は、《聖ドロテア》を「Lisztの才能
が全く知られていない様相」と評したように
１．はじめに
　幼児教育や初等教育に携わる教育者は、園
や学校での日常生活のみならず、特別な催し
などの様々な場でピアノ伴奏や独奏を行う機
会が多く、かつその演奏には豊かな表現が求
められる。演奏技術と表現力を修得するため
に、教員養成を行う大学や専門学校などのピ
アノ実技演習では、初歩から中級の教材とし
てJohann Friedrich Franz Burgmüller １）（1806
－1874）の子供のためのピアノ小品集《やさ
しい段階的な25の練習曲、小さな手を広げる
ための明晰な構成と運指25 Etudes faciles et 
p rogress i ves ,  conposées  e t  do ig tées 
expressément pour l'étendue des petites 
mains》２）作品100を使用されることが多い。
これは、少ない調号と単純な和声で作曲され
ており、標題が付されているため内容を理解
しやすい一方、構成はほぼ一定であり音楽的
変化に乏しく単調である。それゆえ、学習者
の中にはBurgmüllerの練習曲以外の作品を学
びたいと要望する者も少なくない。この思い
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オラトリオ《聖エリーザベトの伝説Die Legende 
von der heiligen Elisabeth》〔S2、R477、I4〕、
ピアノ曲《２つの伝説Deux légendes》〔S175、
R17/1-2、A219〕などの大曲を書いた。1865
年４月５日、Lisztは剃髪式を受けて下級聖
職位７）を取得し、それ以降も合唱曲《十字架
の道Via Crucis》〔S53、R534、J33〕やピアノ
曲集《巡礼の年、第３年Années de pèlerinage, 
troisième année》〔S163、R10/1-7、A283〕な
どの大規模な作品を作曲しつつ、《聖ドロテ
ア》のような宗教に纏わる小品も書き続けた
（館岡 2009：3、5－6）。
　以上のように、Lisztは技巧的かつピアニ
スティックで華美な作品を生み出す一方で、
生涯にわたって宗教や救済概念に強い関心を
持ち続け、声楽をはじめとする様々な楽器の
ための宗教作品もまた多く書き残したのであ
る。
３．ピアノ小品《聖ドロテア》について
　「ドロテアDorothea ８）」とは、キリスト教
の伝説的殉教者、女性の聖人の名前を示す。
彼女の生誕に関する事柄は不明だが、伝説的
殉教記録によれば、ローマ皇帝Gaius Aurelius 
Valerius Diocletianus ９）（245頃－316）の大迫
害10）によって313年２月６日に死亡したとさ
れる。Dorotheaは、Turco中部地方のCappadocia
の都市Caesarēaで殉教しており、その途上、
異教徒の法律家Theóphilosから「お前の行く
という楽園から果物でも送ってくれ」と嘲ら
れた。その後、総督Sapritiusの命令により拷
問、斬首されるために処刑場に連れてこられ
たDorotheaの前に、薔薇と果物の素晴らしい
香りに包まれる果物籠を持った天使が現れた
のである。Dorotheaは天使から籠を貰い、そ
れをTheóphilosに送ったところ、彼は改心し
（Kaczmarczyk 2011：４）、本作品は演奏され
る機会がほとんどなく、指導研究もほぼ行わ
れていない状況である。しかも音楽学的視点
における研究は皆無に近い。そこで、まず
Lisztの宗教作品について概観し、次に本作
品の楽曲構成および音楽内容を考察する。音
楽内容に関する考察では、音程の象徴的役割
や音型（フィグール５））に加え、昨年と同様
に調性格論６）の視点からも分析を行う。そし
て、本大学の併設校である川口短期大学２年
生２名に《聖ドロテア》を題材としたピアノ
個人レッスンを行い、指導から見出される学
習効果を調査、検討することを研究目的とす
る。
２．Lisztと宗教作品
　Lisztは９才でデビューし、10代初めから
ピアニストとして精力的にヨーロッパで演奏
活動をしながら作曲も行った。しかし、1827
年の父親の急死やその翌年の弟子との失恋な
どが原因で、二十歳を目前にして神経症に
陥ってしまう。Lisztは、しばらく演奏活動
を中止せざるを得なくなり、その間、読書に
耽り、神学や哲学、文学を研究していた。神
経症から快復した後、1833年にはピアノによ
る 宗 教 曲《 詩 的 で 宗 教 的 な 調 べ 》〔S154、
R13、A18〕を作曲する。翌年のFranceのカ
トリック思想家Félicité Robert de Lamennais
（1782－1854）との出会いは、Lisztの芸術観
や宗教観に多大なる影響を与えた。その後
Lisztは、極めて技巧的で華美な作品を手掛
ける傍ら、ピアノ、オルガン、管弦楽、独唱、
合唱など様々なジャンルの宗教作品もまた
次々と生み出していったのである。Romeへ
移り住んだ1861年以降、Lisztは以前にも増
して宗教音楽の作曲に取り組むようになり、
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August Göllerich13）（1859－1923）が書いた《聖
ドロテア》の写しを基に、Portugalのピアニ
ストで作曲家のJosé Vianna da Motta14）（1868
－1948） に よって 校 訂 さ れ（Motta 1927：
VI）、『フランツ・リスト音楽作品全集Franz 
Liszt：Musikalische Werke』15）第９巻に収め
られた。作曲から半世紀を越えた1927年、
Leipzigのブライトコプフ・ウント・ヘルテ
ル社からようやく出版されたのである。
４．《聖ドロテア》の楽曲構成と音楽内容
　《聖ドロテア》は、ホ長調を主調とし、48
小節でなる自由な形式の性格的小品16）である。
本論考では、作品全体を第１－４小節、第５
－20小節、第21－42小節、そして第43－48小
節の４つの部分に分けて考察していく。なお、
音程の象徴の役割、音型（フィグール）、調
性格論の視点から分析を行う。楽曲構成を表
１に示す。
①序奏（１－４小節）
　まずは序奏である。譜例１を参照されたい。
１拍目の休符の後、鐘の音を連想させる２分
音符ﬁs2音が軸となり、分散音型の「cis1－ﬁs1
－a1」 と「ﬁs2－cis2－a1」 と が“p（ 弱 く ）”
かつ“legato（滑らかに）”で優しく奏でら
れる。開始に見出せる２分休符と４分休符は、
単に無音の状態を表しているのではなく、こ
の場所では聞き取れない、つまり遥か彼方で
奏でられている響きを示していると考えられ
よう。その響きが徐々に近づき、第１小節２
拍目でようやく音として認識できるのである。
開始の分散和音「cis1－ﬁs1－a1」は、恰も嬰
へ長調のⅠの響きを思わせる。しかし、第１
部の最初のe1音と分散和音「gis2－e2－h1」に
よってホ長調が確定されるため、冒頭はホ長
て後に殉教者になったという（『キリスト教
人名辞典』編集委員会 1986：1001、小林 
1954：329）。
　この物語に基づき、Lisztはピアノ小品《聖
ドロテア》を1877年10月３日にRomeで作曲
した11）。晩年のLisztは、《聖ドロテア》をはじ
め、多くのピアノ小品を作曲しているが、こ
れらの作品は簡素かつ大変洗練された手法が
用いられている。これはOlga von Meyendorff
男爵夫人へ宛てた1880年12月25日の手紙で、
Lisztは自身の作曲方法について「Flaubert12）
の適切で、表現力豊かで、簡潔で、独特な名
言を一意専心で探求する作業に極めて長い時
間をかけるというのは、私（訳注：Liszt）に
とって最も関心のあることです。私は、音楽
で同じ苦しみを味わっています。これは、す
なわち和音、いや休止ですら時間を費やし、
かつ非常に多くの削除個所を要するのです。」
という言及からも理解できる（Liszt 1979：
391－392）。このように、熟考して小品を作っ
たにもかかわらず《聖ドロテア》の手書きの
スケッチは屑箱に入れられてしまった。しか
し、幸いなことにドイツの作曲家Richard 
Georg Strauss（1864－1949）によってスケッ
チは取り出されたのである（Eckhardt and 
Mueller 2001：815、Motta 1927：VI）。 そ の
後もLisztは《聖ドロテア》の作曲について
明らかにせず、彼の存命中に出版することも
なかった。これらのエピソードから想像する
に、Lisztにとって《聖ドロテア》とは心の
奥底に仕舞っておきたい作品だったのかもし
れない。しかし、Dorotheaの帰天の日と母親
Maria Anna Liszt（1788－1866）の命日は同
日であることを考慮すれば、《聖ドロテア》は
Lisztが母親への想いを込めた作品であると
言って も 過 言 で は な い だ ろ う。 こ れ は、
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題「gis2→h2→a2→h2→gis2→h2→cis3→h2→gis2
→a2→h2→gis2→ﬁs2」が現れる。これは、そ
れぞれ10度下の音と同時に奏され、主題は
“dolce semplice（柔和に、単純に）”で緩や
かに進行していく。そして、ホ長調の音階固
有音から生み出される純粋な響きは、この調
性の性格である「聖なる愛」や「率直さ」を
よ り 一 層 強 調 し て い る。 ま た、Dietrich 
Bartel18）によれば、短３度音程は「孤独の寂
し さ 」 や「 絶 望 」 を 表 す と い う（Bartel 
1997：15）。さらに、主題の最後には２度音
程で下行する音型「ため息の動機」19）が見出
され、落胆を示している。これらから、第１
主題は神の聖なる愛、祈りが表現されるとと
調のⅡの響きと捉えられる。Gustav Schilling17）
（1805－1880）によれば、ホ長調は「悲しみ
の表現ではなく，むしろ聖なる愛」や「率直
さ」を表現するという（ケレタート 1999：
104）。この思い掛けない神秘的な響きを与え
る冒頭は、伝説的殉教者であるDorothea、つ
まり未知なる人物についての物語の始まりを
暗示している。
②第１部（５－20小節）
　次は、第１部についてである。譜例２を参
照されたい。序奏に続き第５－８小節にかけ
て、４分音符と２分音符で構成され、かつ何
度も見出される短３度音程が印象的な第１主
譜例１　《聖ドロテア》序奏　第１－４小節（Liszt 1927：１（159））
E:     Ⅱ      －    Ⅴ9                 Ⅴ7 
表１　《聖ドロテア》の楽曲構成
構成 小節 調 主題・動機など 強弱 演奏表示 テンポ 特徴
序奏 
1 － 4
1 － 4 E： p semple legato 
una corda
Andante
第 1 部 
5 － 20
5 － 8 
9 － 12 
13 － 19 
 
 
20
E： 
Cis： 
Fis： 
 
 
ﬁs：
第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 
第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 
第 2 主題（悲喜の動機〔4 度音程、
ため息の動機、3 度音程〕、嘆きの
動機〔3 度音程〕）、経過 
経過
 
 
　
dolce semplice  
 
 
 
 
ritard.
 
第 2 部 
21 － 42
21 － 24 
 
25 － 28 
29 － 32 
 
33 － 34 
 
35 － 36 
 
37 － 38 
 
39 － 41 
 
 
42
E： 
 
Cis： 
Fis： 
 
 
 
dis： 
 
H： 
 
gis：, 
E： 
 
E：
第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 
 
第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 
第 2 主題（悲喜の動機〔4 度音程、
ため息の動機、3 度音程、5 度音程〕） 
第 2 主題（嘆きの動機〔ため息の動
機、3 度音程〕） 
第 2 主題（嘆きの動機〔ため息の動
機、3 度音程〕） 
第 2 主題（嘆きの動機〔ため息の動
機、3 度音程〕） 
第 2 主題（嘆きの動機〔ため息の動
機、3 度音程、十字架の動機、イン
テロガツィオ〕）、経過 
経過
un poco più 
cresc.　　　 
 
 
 
 
 
 
 
cresc. 
 
 
 
 
dim.
 
 
 
アルペッジョ 
 
dolce espress. 
アルペッジョ 
アルペッジョ 
 
アルペッジョ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
un poco 
rallent. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リディア旋法 
 
フリギア旋法 
最低音（E1） 
コーダ 
43 － 48
43 － 46 
 
47 － 48
E： 第 1 主題（3 度音程、十字架の動機、 
ため息の動機、インテロガツィオ）
p 
　
pp
dolce 
 
 
 
最高音（e3）
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性格などを考慮すると、この変容はDorothea
の動揺や、やり場のない悲しみという不安定
な心の内を表現していると理解できる。
　そして、第13小節には嬰ヘ長調へ転調する。
ここは、三位一体と関わりのある完全４度音
程（Bartel 1997：15）を核として、「絶望」を
示す短３度音程および「ため息の動機」を含
む２小節からなる動機で構成されている。本
論考では、これを「悲喜の動機」21）と呼ぶこ
とにする。また、「悲喜の動機」に続いて第17
－18小節において全音符と４分音符で構成さ
れる短３度の旋律音程「cis3→ais2」が現れる。
この２小節をかけて奏されるフレーズを悲嘆
も に 拷 問 さ れ 斬 首 さ れ る こ と に 対 す る
Dorotheaの極度の不安や悲しみもまた表現
していると考えられる。
　第１主題は、第９小節で嬰ハ長調に突然転
調される。Christian Friedrich Daniel Schubart20）
（1739－1791）は、嬰ハ長調を極端な表現と
解釈しており、「ゆがんだ幸福がありつつも幸
せ」、「声をたてて泣くことは出来ないが，顔
をゆがめて涙を流すことはできる」などの「珍
しい性格，情緒」を表すと言及している（ケ
レタート 1999：114）。急激な転調、「絶望」
を示す短３度音程を中心とした構成、「ため息
の動機」で締め括られる緩やかな旋律線、調
譜例２　《聖ドロテア》第１部　第５－20小節（Liszt 1927：１（159）－２（160））
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中音域から高音域で表現している。この音域
から生み出される軽やかな音色、美しく繊細
かつ神々しい響きは、第１部がまるで天上界
における音楽を思わせるが、音楽内容には実
に深い悲しみが孕んでいる。これは、《聖ドロ
テア》の音楽解釈を行う上で、ひとつの重要
な手掛かりとなるだろう。第１部を締めくく
る経過部では、天上界から人間界への描写に
変わるかの如く、音域は中音域から低音域へ
と移り行き、第２部に入っていく。
③第２部（21－42小節）
　次は、第２部についてである。譜例３を参
照されたい。第21－28小節に見出せる第１主
題の変容は、調性も音型も第１部の第５－12
小節とほぼ同じである。したがって、音楽内
容も同様と捉えられる。ただし、第１部の音
高に対して１オクターヴ低い、つまりさらに
人間界へ近づいた音楽と考えられる。
　第29－41小節は、第２主題の変容である。
この主題の開始部分である第29－30小節の
「悲喜の動機」は、第１部と同じだが、対旋
律に現れる分散和音が下行形で開始される
「H－Gis－Fis－H1－Fis－Gis」の音型に変化
している。このように、下行によって音域が
拡大され、第１部よりも音楽の深みは増大し
ている。第31－32小節の「悲喜の動機」では、
三位一体との関わりを持つ完全４度音程と
「絶望」の短３度音程、「ため息の動機」に加え、
「聖霊」を表す完全５度音程も見出される
（Bartel 1997：15）。また、第32小節３拍目を
和音音程で捉えると２つの完全５度音程「gis
－dis1」と「dis1－ais1」が認められる。この
完全５度音程は、アルペッジョ奏法によって
より一層音程間が強調されると同時に、「聖
霊」の意味もまた第１部以上に強められてい
に暮れた声と捉え、本論考では「嘆きの動機」
と示すことにする。「悲喜の動機」の反復と「嘆
きの動機」とが組み合わされた旋律が第２主
題である。第２主題と下声部の対旋律は、リ
ズムによる模倣がなされており、特に交互に
現れる分散和音によって躍動感が生まれ、か
つ「悲喜の動機」の反復、短前打音、“
（だんだん強く）”、「嘆きの動機」などによっ
て音域を拡大しながら音楽の輝きが増してい
く。Schillingは、嬰へ長調を「より一層明るく，
鋭い調性」、「より強い情熱の表現」と言及し
ており（ケレタート 1999：109）、先に述べ
たことも合わせて考えれば、第２主題は
Dorotheaの信仰心の厚さ、救いを願う祈りを
表しているが、その心の内には斬首に対する
絶望や究極の悲しみが秘められた大変複雑な
心情を描写していると言えるだろう。
　第19小節の嬰へ長調のⅠの分散和音による
物悲しい響きに続き、第20小節では同主短調
の嬰へ短調に変化する。ここでは、１オクター
ヴの重音で奏される「ため息の動機」の「Fis
－ﬁs→E－e」が低音域で“ritard.（本来の速
さから徐々に速度を緩める）”しながら鳴り
響く。嬰ヘ短調について、Schubartは「激情
をかき立てる」、Hermann Stephani22）（1877
－1960）は「悲劇的と思わせる耳をつんざく
ような響き」と述べていることから（ケレター
ト1999：136－137）、この１小節を使って絶
望の淵に追いやられ為す術も無い様を表現し
たと思われる。
　このように、第１部はホ長調の第１主題で
Dorotheaの極度の不安や悲しみを、嬰ハ長調
で動揺、不安定な心の内を、そして嬰へ長調
による第２主題ではDorotheaの信仰心の厚
さの裏側にある絶望、究極の悲しみという大
変複雑な心情をgis音からcis3音まで、つまり
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レタート 1999：140）。この個所は、分散音
型を伴う音楽ではなく、ひとつの声部が主旋
律を展開し、全声部が同一のリズムで動く和
声形式のホモフォニー25）である。音域が低く、
重厚な音楽であることを考慮すると、ここは
教会のオルガンによる奏楽を思わせる。また、
第39小節の３拍目から第40小節の２拍目にか
けて奏される４分音符と２分音符の重音
「Fis1－Fis→Gis1－Gis→H1－H」は、長２度か
ら短３度へ上行する旋律音程であり、Lisztは
この進行を十字架の音象徴26）として定義して
いる（Liszt 1971：313）。これを本論考では「十
字架の動機」と呼ぶこととする。１小節前に
示された“un poco rallent.（少しだんだん緩
やかに）”と“cresc.（だんだん強く）”の演
奏表示および低音域の「十字架の動機」によっ
て、音楽はより一層荘重かつ厳粛になる。そ
して、第40小節３拍目に見出されるａ音から
主調のホ長調に戻るとも読み取れるが、前の
フレーズで教会旋法を使用していることを考
えれば、この個所も第３旋法であるフリギア
旋法27）が用いられた可能性が高い。フリギア
旋法は、「甘美，神聖，恍惚，永遠」という特
徴を持つ（水嶋 1966：90）。調性格と合わせ
て考えると、Dorotheaの心底には絶望的な悲
しみが渦巻いているが、その負の感情に打ち
勝つほどの信仰心や神聖な気持ちもまた持ち
合わせていることを表していると言えるだろ
う。そして、第41小節は、第２主題の変容の
締めくくりである。《聖ドロテア》の最低音
E1音の重厚な響きを支柱とするホ長調のⅠの
和音の中で、「dis1→e1」の上行でフレーズを
終える音型、すなわちインテロガツィオ28）が
初めて現れる。この個所は、救済を祈る
Dorotheaの願い、神への問いかけを表現して
いると考えられる。
る。また、《聖ドロテア》のクライマックスで
ある第33－34小節の「嘆きの動機」の変容で
は、高音域と低音域で１小節毎にリズムの模
倣が行われることによって、嘆きの度合いは
さらに増大しているのが判る。しかし、“dolce 
espress.（柔和に、表情豊かに）”の表示によっ
て、嘆きの強さを悟らせぬようにしているこ
ともまた理解できる。これら「悲喜の動機」
とそれに続く「嘆きの動機」の変容、さらに
Schillingによる嬰へ長調の「明るさ」、「鋭さ」、
「強い情熱」の調性格を総合すると（ケレター
ト 1999：109）、第２主題は第１部と同様に
Dorotheaの信仰心の厚さ、救いを願う祈りの
表現とともに、悲嘆もまた包含された大変複
雑な思いが感じ取れる。
　第35－36小節、第37－38小節は、直前の「嘆
きの動機」の変容と同じ音型である。第35－
36小節では、Schillingが「最も悲しい情緒の
完璧な表現」と述べた嬰ニ短調に転調し（ケ
レ タート 1999：141）、 第37－38小 節 で は
Schubartが「心の不快を表す」と言及したロ
長 調 へ と 転 調 さ れ る（ ケ レ タート 1999：
106）。そして、第37小節の３拍目には本来ロ
長調にはないeis1音23）が現れるが、これは教
会旋法の第５旋法であるリディア旋法24）が使
用されたと考えられる。グレゴリオ聖歌研究
の世界的権威である水嶋良雄（1930－2017）
は、リディア旋法を「多様な感情表現に不足
することのない旋法」と示し、「流麗」、「端然」
という特徴を持つと述べたことから（水嶋 
1966：92）、第37－38小節では不快な心が浄
化されていく様を表現したと解釈できるだろ
う。
　第39－41小節も「嘆きの動機」の変容であ
り、Stephaniが「絶望的な悲しみに沈んでい
る」と述べた嬰ト短調に転調されている（ケ
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④コーダ（43－48小節）
　第42小節におけるホ長調Ⅰの和音の転回に
よる経過の後の第43－48小節は、コーダであ
る（譜例４を参照されたい）。音楽は高音域
のホモフォニーであり、讃美歌のように美し
く響く。第44小節の「e1→ﬁs1→a1」の「十字
架の動機」が含まれる第１主題の変容には、
　以上のように、第２部第２主題の変容に見
出せる調性は、「嬰ヘ長調→嬰ニ短調→ロ長調
（リディア旋法）→嬰ト短調（フリギア旋法）
→ホ長調」と、大変目まぐるしく変化してい
る。しかし、このように主音が３度ずつ下行
する調性の変化によって、音楽構成の統一は
図られているのである。
譜例３　《聖ドロテア》第２部　第21－42小節（Liszt 1927：２（160））
Ⅰ      －    －                －   Fis: Ⅴ9 
 
短 3 度 短 3 度 短 3 度 短 3 度 短 3 度 ため息の動機 
第 1 主題の変容 
25 
E: Ⅰ  －    －             － Cis: Ⅴ7 
 
21 
短 3 度 ため息の動機 短 3 度 短 3 度 短 3 度 短 3 度 
第 1 主題の変容 
Ⅰ      Ⅱ7   Ⅰ                 Ⅱ7  
 
ため息の動機 
完全 4 度 完全 4 度 完全 4 度 完全 5 度 短 3 度 短 3 度 
悲喜の動機 悲喜の動機 
第 2 主題の変容 
ため息の動機 5 
完 
29 
全 
度 
Ⅰ Ⅴ7 Ⅰ Ⅴ Ⅰ  dis:Ⅰ Ⅴ7     Ⅰ  Ⅴ  Ⅰ 
33 
短 3 度 短 3 度 ため息の動機 
嘆きの動機の変容 嘆きの動機の変容 
ため息の動機 
ため息の動機 短 3 度 
ため息の動機 短 3 度 
第 2 主題の変容 
H: Ⅰ Ⅴ Ⅰ Ⅴ   Ⅰgis:Ⅰ ⅤⅠ  － ⅤⅠE:Ⅰ     － 
37 
経過 
ため息の動機 短 3 度 
ため息の動機 
インテロガツィオ 嘆きの動機の変容 
短 3 度 
ため息の動機 
嘆きの動機の変容 
十字架の動機 
十字架の動機 
第 2 主題の変容 
短 3 度 
嘆きの動機の変容 
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そ《聖ドロテア》は、青年、成人のピアノ初
歩、中級学習者たちの学習意欲を掻き立て、
かつ彼らに演奏学習を十分に堪能させること
のできる作品と言えるだろう。
５． 《聖ドロテア》の学習とその効果
　今回、本大学の併設校である川口短期大学
こども学科２年次前期に開講されている選択
必修科目「音楽Ⅲ」を受講した女子学生２名
（それぞれ学生Ａ、学生Ｂと呼ぶこととする29）
が《聖ドロテア》の学習に取り組んだ。両学
生は、これまでに《聖ドロテア》のような広
い音域で調号や転調の多い、かつ様々なタッ
チを要するタイプの作品を学習した経験がな
かったという。学生Ａは、《聖ドロテア》につ
いて「音が綺麗」、「自分の弾き方で色々な雰
囲気が出せる」という理由から、８月に実施
される前期定期試験の演奏曲目として選択し、
７回のレッスンを受講した。また、学生Ｂは
試験曲としては選択しなかったものの「滑ら
かな雰囲気のところもあったり、力強い部分
もあったりして全体的に好きな曲調」だった
ゆえ、演奏学習として５回のレッスンを受け
た。ここで、表２に《聖ドロテア》を題材と
した学生Ａ、学生Ｂによるピアノおよびソル
フェージュの学習経過と主たるレッスン内容
を示す。
　両学生ともレッスンを開始する２週間前に
第１主題の最後の２音、すなわち２度下行音
型の「ため息の動機」が見られない。この個
所は上行音型のインテロガツィオであり、神
への問いかけを表現している。そして、第１
主題の変容の最後３拍分の休止の後には作品
内における最高音e3音が、そして終結には
“ （停止）”の付された２分休符が認めら
れる。この最後の休符は拍の停止、つまり鼓
動が止まった状態、「死」を表すと考えられる。
ホ長調の「聖なる愛」という調性格（ケレター
ト 1999：104）と照らし合わせると、ここは
Dorotheaの昇天を描写したのであろう。
　以上のように、《聖ドロテア》には２つの主
題が見出される。特に、第２主題には信仰心、
祈り、絶望、悲しみなどの相反する内容がひ
とつの旋律内に含まれており、音楽表現にお
いて複雑さを伴う。一方、構成は分散和音の
音型、ホモフォニー形式など単純であり、か
つ48小節で完結される短い作品であるため、
ピアノ初歩、中級の学習者であっても技巧的
に取り組み易く、短期間で学習することの可
能な作品と言える。また、和声はⅠ、Ⅱ、Ⅱ7、
Ⅳ、Ⅴ、Ⅴ7、Ⅴ9のみで大変簡素だが、頻繁
に起こる転調が《聖ドロテア》の音楽的色彩
を極めて豊かにしている。このような聖人
Dorotheaの生き様や精神などが描かれた内容
の濃い音楽であるゆえ、これは大人のための
音楽作品と言っても過言ではない。だからこ
譜例４　《聖ドロテア》コーダ　第43－48小節（Liszt 1927：２（160））
Ⅰ    Ⅰ  Ⅳ   －Ⅰ    －    －     － 
43 
インテロガツィオ 
ため息の動機 短 3 度 短 3 度 短 3 度 
第 1 主題の変容 
十字架の動機 
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ように弾けるようにすること」、学生Ｂは「調
号が多いところ」、「細かく強弱が変わるとこ
ろ」、「後半部分」と挙げており、両学生とも
に①ホ長調の調性および頻繁な転調による臨
時記号の多用、②低音域の譜読み、③様々な
音色（タッチ、強弱など）の必要性、④響き
のバランスの４点に大変な努力を要していた
ことが理解できる。その理由として、両者と
もこれまでに《聖ドロテア》のような広い音
楽譜を用意し、それから自主練習を行ってい
る。それらの期間も合わせると、《聖ドロテア》
の譜読み30）に学生Ａは４週間、学生Ｂは３週
間かかり、完成までには学生Ａ、学生Ｂとも
に４週間を要した。レッスン最終回に行った
ピアノ学習個別アンケートの「《聖ドロテア》
を演奏する上で難しかった点」について、学
生Aは「音の変わり目や雰囲気を出すこと」、
具体的には「入りの部分を遠くで鳴っている
表２　《聖ドロテア》の学習経過と主たるレッスン内容
レッスン回数
学生の
学習状況
レッスンの内容（“P”はピアノ、“S”はソルフェージュの各視点から行った指導をそれぞれ示す。）
学生 A 学生 B
1 回目
Ａ：譜読み
Ｂ：譜読み
P
P
S
S
･ 序奏と第 1 部を一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音の間違い､ 音価の確認と運指の指摘｡
･ 作品の物語と調性（E:､ Cis:､ Fis:､ ﬁs:､ dis:､ H:､ gis:）の説明｡
･ 演奏表示の確認｡
P
P
S
S
･ 作品全体を一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音の間違いの確認と運指の指摘｡
･ ヘ音記号の読譜と演奏表示の確認｡
･ 作品の物語と調性（E:､ Cis:､ Fis:､ ﬁs:､ dis:､ H:､ gis:）の説明｡
2 回目
Ａ：譜読み
Ｂ：内容学習
P
P
S
S
S
P
P
･ 作品全体を一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音の間違いと音価の確認｡
･ ヘ音記号の読譜｡
･ 作品の物語の把握と調性（dis:､ H:､ gis:）の説明｡
･ 演奏表示を確認し､ 主旋律､ 対旋律を声で歌う｡
･ 強弱､ フレーズ､ スラーの指導｡
･ ３連符､ 分散和音､ ホモフォニー､ アルペッジョの演奏法｡
P
P
S
P
P
P
･ 序奏と第 1 部を一定の緩やかなテンポで両手演奏｡
･ 音の間違いと音価の確認｡
･ 主旋律､ 対旋律を声で歌う｡
･ 強弱､ フレーズ､ スラー奏法､ 音量バランス､ タッチの指導｡
･ ３連符､ 分散和音､ アルペッジョの演奏法｡
･ ペダルの効果的使用法｡
3 回目
Ａ：内容学習
Ｂ：内容学習
P
P
S
S
S
P
P
P
･ 作品全体を一定の緩やかなテンポで両手演奏｡
･ 音の間違いと音価の確認｡
･ ルバートとテンポ変化の個所のリズム打ち｡
･ 教会旋法との関わりを説明｡
･ 和声と調性の変化を把握するため､ 和音に直して演
奏する（音色の変化に関する練習法）｡
･ アルペッジョとホモフォニーの演奏法｡
･ 強弱､ フレーズ､ スラー､ 音量バランス､ タッチの
指導｡
･ ペダルの効果的使用法｡
P
P
S
S
S
P
P
P
･ 作品全体を一定の緩やかなテンポで両手演奏｡
･ 音の間違いと音価の確認｡
･ ルバートとテンポ変化の個所のリズム打ち｡
･ 教会旋法との関わりを説明｡
･ 和声と調性の変化を把握するため､ 和音に直して演
奏する（音色の変化に関する練習法）｡
･ アルペッジョ､ ホモフォニーの演奏法｡
･ 強弱､ フレーズ､ スラー､ 音量バランス､ タッチの
指導｡
･ ペダル使用時の音量バランスの意識｡
4 回目
Ａ：内容学習
Ｂ：内容学習
P
P
S
P
P
P
･ テンポに沿った両手演奏｡
･ 調性把握と演奏表示､ 強弱､ アクセント､ レガート
の認識｡
･ 調性と教会旋法､ Liszt による ｢十字架の動機｣ の認識｡
･ ルバート､ テンポの変化､ 音色の変化の演奏法｡
･ 低音部のペダル無し､ 使用時の音量バランスの指摘｡
･ ホモフォニーの演奏法｡
P
P
S
P
P
P
･ テンポに沿った両手演奏｡
･ 調性把握と演奏表示､ 強弱､ アクセント､ レガート
の認識｡
･ 調性と教会旋法､ Liszt による ｢十字架の動機｣ の認
識｡
･ ルバート､ テンポの変化､ 音色の変化の演奏法｡
･ ペダル使用時の音量バランスの指摘｡
･ ホモフォニーの演奏法｡
5 回目
Ａ：内容学習
Ｂ：完成
P
P
P
P
･ 暗譜で弾く｡
･ テンポ変化､ 演奏表示､ 強弱､ フレーズを意識した
表現法｡
･ 第 1 部（高音部）と第 2 部（低音部）､ コーダ（ホモ
フォニー）の音色変化を含む表現法｡
･ ペダル使用時の音量バランスの意識｡
P
P
P
P
･ テンポに沿った両手演奏｡
･ ペダル使用時の音量バランスの意識｡
･ テンポ変化､ 演奏表示､ 強弱､ フレーズを意識した
表現法｡
･ 第 1 部（高音部）と第 2 部（低音部）､ コーダ（ホモ
フォニー）の音色変化を含む表現法｡
6 回目
補講
Ａ：内容学習
P
P
P
P
･ 暗譜で弾く｡
･ 表現（テンポ､ 強弱､ 演奏表示､ フレーズ､ ルバー
ト､ 音量のバランス､ タッチ（音色）､ ペダルの効果
など）を意識｡
･ 自然なルバートの奏法の指導｡
･ ペダルの効果的使用法と音量バランスの意識｡
7 回目
リハーサルと
レッスン
Ａ：完成
P
P
P
P
P
P
･ 暗譜で弾く｡
･ グランドピアノ（蓋全開）で奏する際の表現法｡
･ 試験会場（楽器と多目的室の広さ）を考慮した音量
の調整｡
･ 適正なテンポの指摘｡
･ グランドピアノによるペダルの効果的使用法｡
･ 曲想の違いを明確に音色で示す｡
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やテンポルバートを含むフレーズ奏法、ペダ
ルの効果的使用法などピアノ奏法に必要とさ
れる技術を学習し、演奏を完成させた。
　《聖ドロテア》から学び得たことおよび演
奏学習の感想として、学生Ａは「流れるよう
に弾くこと」、「テンポをキープすること」、「雰
囲気の作り方」、「音の変化のつけ方」、「音の強
弱で曲を表現することや雰囲気の出し方を改
めて学ぶことができました」、学生Ｂは「大
きなフレーズをもとに、その中でも強弱をつ
けたり、次の音に向かうように弾いたりする
こと」、「自分の表現の幅が広がった気がしま
す」、「曲の中でしっかりメリハリをつけて弾
くことで、雰囲気が変わり、きいていて面白
くなるし、曲の良いところもさらに引き出せ
るのだということを学びました」、「また機会
があれば弾きたいと思う」と両者とも学習結
果に対して肯定的な感想を述べている。これ
らの言及は、《聖ドロテア》の学習によって演
奏の基礎技術力のみならず表現力の向上を学
習者自身が自覚していることを証明している。
実際に、前期定期試験で《聖ドロテア》を演
奏した学生Ａは、１年次後期定期試験の演奏
で不足していた抑揚の表現を積極的に行い、
終始変化に富む美しい音色を奏でていた。特
にコーダではDorotheaの昇天が目に浮かぶ
ほどであった。また、学生Ｂは弾き歌い試験
において本作品の学習で習得した演奏技巧や
様々な音色を活かし、《かごめかごめ》の両手
伴奏に広い音域の分散和音やアルペッジョを
使用したり、音色の変化を多用したりした。
弾き歌い試験の感想で「歌のフレーズに合わ
せて伴奏の音量や音色を変える必要があるこ
とを学びました」と述べたことは、表現、応
用を含む総合的音楽力の向上を明示している。
　以上のように、《聖ドロテア》はわずか２ヶ
域で調号や転調の多い、かつ様々なタッチを
必要とされるタイプの作品を学習した経験が
なかったこと、そして音階構成など楽典基礎
の理解が不足していたことなどが考えられる。
　ここで、上記の①～④の項目を中心とした
学習指導について述べたい。①と②の指導は、
譜読みの段階で行った。まず、ホ長調の音階
をはじめ、作品内に見出される様々な調性の
音階や固有和音を説明し、それらを弾いたり
歌ったりするなどのソルフェージュ指導を取
り入れた。同時に、作品のイメージを鮮明に
させて演奏表現に直結できるよう調性格論に
基づく音楽解釈を行った。また、両者とも読
譜が不得手だったため、音の間違いを直し、
特に第２部第30－41小節のヘ音記号の読譜を
確実にできるよう、音読を繰り返し行った。
さらに、音とフレーズを正確に捉えられるよ
うに運指の徹底を図った。
　譜読み終了後、演奏を完成させる段階では、
学生がDorotheaの物語を音のみで表現する
ことを目指し、③と④を主たる学習項目とし
た。まず、調性の変化を認識させるために音
楽を和音に直して弾き、調性格による音楽解
釈に合うと考えられるタッチ31）を模索しなが
ら音色を作る作業を行った。次に、音色の質
をさらに高め、フレーズに合う豊かな響きを
求めて、筆者が各フレーズの旋律、対旋律、
伴奏、フレーズ全体の響きの模範を示し、そ
れらを学生が完全に模倣する形式で演奏を調
整した。学生たちは、これらの音色作りや響
きのバランス調整に関わる学習について「予
習復習に相当の時間と努力を費やした」、「最
初は大変だったが、音楽が徐々に整っていく
のが分かり、ピアノの上達を感じた」と述べ
ている。そして、彼らはその他に分散和音や
アルペッジョ、ホモフォニーの演奏法、強弱
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留まらず、音色を作り出す力、響きを聴く力
など音楽表現のために重要な技術を２ヶ月の
短期間で理解、修得することができた。また、
学生Bは本作品で学んだ様々なタッチを弾き
歌いの伴奏にも活用している。《聖ドロテア》
は、総合的に音楽力を向上させる有意義な作
品と言っても過言ではないだろう。
　Lisztの晩年の小品にはピアノ学習初心者、
中級者にとって有益と思われる作品が多く残
されている。この事実が多くの音楽教育者、
学習者たちに認知され、彼の素晴らしい音楽
をピアノ初歩の段階から学ぶ機会が増えるよ
う、今後も演奏と作品研究を継続していく。
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　本論考では、《聖ドロテア》の音楽に纏わる
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ための音楽作品とも言える。それゆえ、青年、
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２名に対して演奏指導を行った。彼らは、こ
れまでに広い音域で調号や転調の多い、様々
なタッチを要する作品を学習した経験がな
かったが、《聖ドロテア》に取り組むことに
よって様々な調性、分散和音やアルペッジョ、
ホモフォニーの演奏法、強弱やルバートを含
むフレーズ奏法など、演奏の基礎技術だけに
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Härtel, 1927, １(159)- ２(160). 
注
１）ドイツの作曲家、ピアニストである。
２）これは原題であり、一般的には《25の練習曲》
と呼ばれる。
３）ピアノのヴィルトゥオーゾでありながら、生涯
にわたってピアノ曲、オルガン曲、管弦楽曲、歌
曲、合唱曲など膨大な数の作品を書いた。
４）1875年から1881年にかけて作曲された。“P－N”
とは、Lisztと親しかったRussiaのピアニストOlga 
von Meyendorff男爵夫人（1838－1926）が住んで
い たWaimarに あ る 家 の 女 性 オーナーPelet－
Narbonne（プレ－ナルボンヌ）の頭文字を示す。
Lisztは、肥満体のPelet－Narbonne夫人が回転木
馬に乗った滑稽な様を音楽で表した（館岡 2017：
138－139）。
５）音楽内容を聴衆に伝える役割をもつ音型や音の
並びを指す（舘岡 2017：5）。
６）ドイツの理論家、作曲家であるJohann Philipp 
Kirnberger（1721－1783）は、調性における各々
の性格の存在を明示し、音楽表現に役立つと言及
した。
７）Lisztは、下級４段である侍祭（ミサ聖祭に奉
仕する役）、祓魔師（悪魔をはらう役）、読師（祭
式で朗読書を朗読する役）、守門（聖堂の扉を開閉、
あるいは鈴や釣鐘を鳴らす役）の叙階を受けた（館
岡 2009：5）。
８）この名前は、６世紀終わりにGalliaの修道士に
よって 編 纂 さ れ た『 ヒ エ ローニュム ス 殉 教 録
Martyrologium Hieronymianum』に現れる。しかし、
彼女の実在に関する公的記録（Acta）による根拠
は、非常に乏しいのが実情である。
９）在位は、284年11月20日から305年１月５日まで
である。
10）Diocletianusは、伝統宗教に背反的なキリスト
教徒を弾圧するため、軍隊内部と公職のキリスト
教徒の粛清、教会の破壊、聖書の焼却、聖職者の
逮捕などの迫害を遂行した（『キリスト教人名辞
典』編集委員会 1986：900）。
雅訳『ニューグローヴ世界音楽大事典』第８巻：
181-188　講談社。
水嶋良雄　1966『グレゴリオ聖歌』音楽之友社。
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26）Lisztは、1862年に完成したオラトリオ《聖エ
リーザベトの伝説》の初版（1867年）の最後に、「グ
レゴリオ聖歌の発唱部 が頻繁に用いら
れていることに注意しなさい。例えば、
や讃歌 でもそうです。この作品の作
曲家〔訳注：Liszt〕 は、同じ音進行を幾度も使用
しました。」と明記している（館岡 2009：135）。
27）終止音を「ミ」とする旋法「E→F→G→A→H 
→C→D→E」である。しかし、この個所は終止音
が「ソ♯」であるため、「Gis→A→H→Cis→Dis→ 
E→Fis→Gis」と捉える。
28）旋律あるいは和声的パッセージの最後の音が、
前の音符や音符群よりも２度もしくはそれ以上に
上行して終わる音型を指し、音楽による問いを表
す（ブロウ 1993：185）。
29）学生Ａは５－13歳まで、学生Ｂは３－15歳まで
それぞれピアノ専門教育を受けていた。
30）本論考では、音とリズムを把握して片手で最後
まで弾けることを「譜読み」と定義する。
31）身体、指、腕によって鍵盤を押す力の加減、ペ
ダルの使い方、音の高低、響きなどに留意して音
色を作り出した。
11）Lisztの最も重要な宗教的ピアノ小品は、1877
年から1879年にかけて作曲された（Baker 2005：
110）。
12）これは、Franceの小説家Gustave Flaubert（1821
－1880）が同業者であるÉmile Zola（1840－1902）
について書いた研究書を指す。Lisztは、これを「最
も素晴らしい」と高く評価している（Liszt 1979：
391）。
13）Lisztの晩年の弟子であり、秘書でもあった。
14）1885年にWeimarでLisztに師事した。彼は、Liszt
の晩年の主要な弟子の１人だった。
15）これは、『旧全集』と呼ばれる。
16）19世紀ロマン派の多くの作曲家が書いたピアノ
曲を主とする作品を指す。
17）ドイツの音楽学者であり、全６巻の『一般音楽
百科全書Encyclopädie der gesammten musikalischen 
Wissenschaften oder Universal Lexikon der Tonkunst』
で知られる。WeimarのLiszt宅には、これが所蔵
されていることから、LisztがSchillingの調性格論
について知っていた可能性は高い。
18）Canadaの音楽学者、オルガニストである。
19）これは、バロック時代の音楽にすでに見出され
る。この動機を最初に指摘したのは、Johann 
Sebastian Bach研究家のAlbert Schweitzer（1875－
1965）である。
20）ドイツの詩人、ジャーナリスト、音楽著述家で
ある。
21）「悲喜の動機」の第16小節の３拍目にはais2音が
見出される。これは短前打音であり、主要な音は
次のgis2音のため、筆者は「悲喜の動機」を構成
する重要な音として捉えない。
22）ドイツの音楽学者である。
23）この音を非和声音（刺繍音）と見ることもでき
る。しかし、他の「嘆きの動機」における同じ個
所の音を音階構成音として捉えているため、ここ
でも同様に扱う。
24）終止音を「ファ」とする旋法「F→G→A→H→C 
→D→E→F」である。しかし、この個所は終止音
が「シ」であるため「H→Cis→Dis→Eis→Fis→Gis 
→Ais→H」と捉える。
25）讃美歌に見られる形式である。
